
　令和３年４月に開所した「ふれんどり〜ライフよしかわ」をはじめ、「ふ
れんどり〜ミルはまなす」「板倉ふれあい工房」では、アルミ缶回収を
通じて地域の環境整備を行っています。
　毎日の積み重ねが住みよい「まちづくり」に役立っています。
（※関連記事は７ページ）
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上
越
市
社
会
福
祉
協
議
会

第
３
次
運
営
・
事
業
実
施
計
画
を
策
定
し
ま
し
た

　
こ
の
計
画
は
、
上
越
市
社
会
福
祉
協
議
会
が
地
域
福
祉

を
推
進
す
る
た
め
の
使
命
、
責
任
及
び
目
指
す
べ
き
方
向

性
を
明
確
化
し
た
も
の
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
取

り
組
ん
で
き
た

第
1
次
運
営
・

事
業
実
施
計
画

（
計
画
期
間
：
平
成
23
年
度
か
ら
平
成
27
年

度
）
、
第
2
次
運
営
・
事
業
実
施
計
画
（
計

画
期
間
：
平
成
28
年
度
か
ら
令
和
2
年
度
）

の
事
業
を
検
証
し
、
今
後
の
方
向
性
を
検
討

し
ま
し
た
。

　

人
口
減
少
や
高
齢
化
な
ど
の
社
会

状
況
が
変
化
し
、
近
年
、
各
地
で
大

規
模
な
自
然
災
害
が
発
生
し
て
い
る

ほ
か
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
拡
大
に
よ
り
、
社
会
全
体
に
不
安

感
が
増
し
て
い
ま
す
。

　

地
域
に
目
を
向
け
る
と
人
と
人
の

つ
な
が
り
や
支
え
合
い
の
機
会
の
減

少
、
人
間
関
係
の
希
薄
化
な
ど
が
顕

著
に
な
っ
て
い
る
状
況
に
お
い
て
、

私
た
ち
は
、
基
本
理
念
「
共
に
生

き
共
に
つ
く
る
福
祉
社
会
を
目
指
し

て
」
の
も
と
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
地

域
と
の
関
わ
り
を
持
っ
た
活
動
を
進

め
る
と
と
も
に
、
組
織
や
事
業
の
見

直
し
に
よ
り
効
率
的
な
事
業
運
営
を

行
い
、
限
ら
れ
た
資
源
を
最
大
限
に

活
用
し
な
が
ら
、
社
会
福
祉
法
人
と

し
て
の
役
割
で
あ
る
地
域
福
祉
の
推

進
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

地域をつなぐ社会福祉協議会としての
社会的責任・役割を果たすための機能強化

社会福祉協議会職員としての使命・
役割を遂行するための人材育成

●法人管理体制の強化
●情報発信の強化及び情報管理体制の強化
●危機管理体制の強化

●人材育成体制の構築
●人材育成研修の強化

●適正な財務運営
●人材の確保と定着

誰からも信頼される社協づくり

確実に事業を
実施していくための健全な法人運営

タブレットの活用

職員の内部研修会

職員ワーキングでの検証

表紙

計画体系図 理念ハンドブック
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個別ニーズに対応できる
福祉サービスの質向上

それぞれの特色を活かして支え合いの
活動がつながる地域づくり（仕組み・活動）

一人ひとりを大切にする地域づくり（意識）

つながりを深める支援体制の強化

地域ニーズに応える福祉サービスの提供

福祉を担う様々な人材が溢れる地域づくり（人）

●権利擁護支援体制の強化
●相談支援体制の強化
●地域と連携した支援体制の強化

●持続性のある地域福祉活動の推進
●圏域に応じた福祉活動の推進
●関係団体の主体的な活動のための支援

●地域アセスメントの強化
●互いを認め合える福祉教育の推進

●運営状況の把握と分析
●地域に応じた福祉サービスの展開

●福祉サービスの専門性の向上
●  外部評価や資格取得による福祉

サービスの推進

●福祉活動の担い手の養成・育成と活動支援
●担い手の活動意欲の向上

住民主体による地域福祉の
推進・拡充

利用者本位の
福祉サービスの強化

地域福祉活動の圏域のイメージ図

福祉教育推進事業 福祉教育推進事業

サロンボランティア研修会

地域福祉活動計画策定に
向けた地域懇談会

就労支援事業所での
施設外就労

デイサービスでの
レクリエーション活動
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令和３年度　上越市社会   福祉協議会　事業計画・予算
「共に生き、共につくる福祉社会を    目指して」事業・活動をすすめます

支出の内訳
使うお金使うお金

行動理念『あなたを　独りにはしない』行動理念『あなたを　独りにはしない』

収入の内訳
入ってくるお金入ってくるお金

□ 法令や規律を守るチェック体制づくり
□ 安全の確保・事故防止
□ 事業継続体制の強化
□ 人材の確保・育成

社協の運営
重点

重点

重点

連携を進める組織体制・
職場環境づくり

□ 福祉への関心を高める福祉教育
□ 地域の活動者への支援や
　 活動組織づくり
□ 地区ごとの地域福祉活動計画づくり
□ 地域の課題や資源などの把握
□ 災害時の対応力の強化

地域福祉事業・活動

福祉の意識づけ・地域福祉活動
計画による地域福祉の推進

□ 利用者の考えや想い、
　 人間性を大切にする対応
□ 自立した生活を送ってもらうための支援
□ 満足してもらえるサービスの提供
□ 権利を守るための取組

介護・障害福祉サービス

思いを叶える介護・
障害福祉サービスの実現

不登校の子どもたちを支援する
　　　やすづか学園の運営など
不登校の子どもたちを支援する
　　　やすづか学園の運営など

質の高い介護技術で安心・安全に質の高い介護技術で安心・安全に

より良い生活を送っていただくため
支援内容の検討会を実施

より良い生活を送っていただくため
支援内容の検討会を実施

地域福祉活動計画づくりのための
地域懇談会

地域福祉活動計画づくりのための
地域懇談会

聴覚障害者 生活訓練事業など
（テーマ：災害時の避難所生活）
聴覚障害者 生活訓練事業など

（テーマ：災害時の避難所生活）

判断能力に不安が
ある方の暮らしと
財産を守ります 笑

顔
を
皆
さ
ん
に

お
届
け
し
て
い
ま
す
。

上越市などから
補助してもらい
行う取組[補助事業]

上越市などの
業務を受けて行う取組
　　　　　　[受託事業]

社協をまとめ、動かしていくために

32,502（千円）
1％

43,309（千円）
2％

新潟県社協や上越市、
赤い羽根共同募金
などから入るお金

市民の皆さんから
協力いただいている会費

73,707（千円）

29,210（千円）

3％

事業を
行って入る
お金
26,819（千円）
1％

その他のお金
　寄付金・受託金・負担金
　受取利息配当金・雑収入など

170,936（千円）
6％

介護・障害福祉サービスを
提供して入る保険のお金

2,396,340（千円）
89％

1％

地域での福祉活動を進めるために
143,250（千円）

2,649,147(干円)

5％

介護・障害福祉サービスを
提供するために

2,281,569（千円）
86％

148,517（千円）
6％

お金の使いみち

2,697,012 (千円)
入ってくるお金

成年後見人・保佐人・補助人となって支援成年後見人・保佐人・補助人となって支援
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令和３年度　上越市社会   福祉協議会　事業計画・予算
「共に生き、共につくる福祉社会を    目指して」事業・活動をすすめます

支出の内訳
使うお金使うお金

行動理念『あなたを　独りにはしない』行動理念『あなたを　独りにはしない』

収入の内訳
入ってくるお金入ってくるお金

□ 法令や規律を守るチェック体制づくり
□ 安全の確保・事故防止
□ 事業継続体制の強化
□ 人材の確保・育成

社協の運営
重点

重点

重点

連携を進める組織体制・
職場環境づくり

□ 福祉への関心を高める福祉教育
□ 地域の活動者への支援や
　 活動組織づくり
□ 地区ごとの地域福祉活動計画づくり
□ 地域の課題や資源などの把握
□ 災害時の対応力の強化

地域福祉事業・活動

福祉の意識づけ・地域福祉活動
計画による地域福祉の推進

□ 利用者の考えや想い、
　 人間性を大切にする対応
□ 自立した生活を送ってもらうための支援
□ 満足してもらえるサービスの提供
□ 権利を守るための取組

介護・障害福祉サービス

思いを叶える介護・
障害福祉サービスの実現

不登校の子どもたちを支援する
　　　やすづか学園の運営など
不登校の子どもたちを支援する
　　　やすづか学園の運営など

質の高い介護技術で安心・安全に質の高い介護技術で安心・安全に

より良い生活を送っていただくため
支援内容の検討会を実施

より良い生活を送っていただくため
支援内容の検討会を実施

地域福祉活動計画づくりのための
地域懇談会

地域福祉活動計画づくりのための
地域懇談会

聴覚障害者 生活訓練事業など
（テーマ：災害時の避難所生活）
聴覚障害者 生活訓練事業など

（テーマ：災害時の避難所生活）

判断能力に不安が
ある方の暮らしと
財産を守ります 笑

顔
を
皆
さ
ん
に

お
届
け
し
て
い
ま
す
。

上越市などから
補助してもらい
行う取組[補助事業]

上越市などの
業務を受けて行う取組
　　　　　　[受託事業]

社協をまとめ、動かしていくために

32,502（千円）
1％

43,309（千円）
2％

新潟県社協や上越市、
赤い羽根共同募金
などから入るお金

市民の皆さんから
協力いただいている会費

73,707（千円）

29,210（千円）

3％

事業を
行って入る
お金
26,819（千円）
1％

その他のお金
　寄付金・受託金・負担金
　受取利息配当金・雑収入など

170,936（千円）
6％

介護・障害福祉サービスを
提供して入る保険のお金

2,396,340（千円）
89％

1％

地域での福祉活動を進めるために
143,250（千円）

2,649,147(干円)

5％

介護・障害福祉サービスを
提供するために

2,281,569（千円）
86％

148,517（千円）
6％

お金の使いみち

2,697,012 (千円)
入ってくるお金

成年後見人・保佐人・補助人となって支援成年後見人・保佐人・補助人となって支援
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■活動例 

■連携のしくみ 

外
部
団
体
が
講
師 

■参加対象者 

 その開催地域にお住い 

 の方 

  子供～大人まで、 

  どなたでも OK 

安塚区地域福祉活動計画 
みんなが笑顔で支え合 える安塚区にするための の心がけ 

期間 

令和３年度 
 

令和４年度 

【この計画は】 

 ■人と人とのつながりを大切にし、お互いを 

   支え合っていくことを目的とした、安塚区 

   に住む私たちが主体の福祉活動計画です。 

 ■これまでの地域懇談会やアンケート調査で 

   いただいた意見を基に、安塚区の地域性 

   に合うよう策定いたしました。 

【皆さんにお願いしたいこと】 

 ●記載されている「３つの心がけ」について、 

   普段から意識をし、できることから取り 

   組んでいただきたいと思います。 

『３つの心がけ』 
１   つ目 【挨拶の励行】 

２つ目 【交流会の開催・参加】 

３つ目 【回覧板の手渡し・近隣宅点灯確認】 

【みんなが笑顔で取り組むための心得】 

 ★私たちが住む安塚区もまた様々な世帯（高齢者・独居 

   ・夫婦共働き等）があり、生活環境は十人十色です。 

   お互いを思いやり、無理をして負担感が大きくなら 

   ないよう心がけて取り組みましょう。 

 ★楽しく取り組み、充実感を得られるよう継続しましょう。 

 ★みんなで、できることから頑張っていきましょう。 

交流会 

⑦開催 ④
講
師
の
承
諾
連
絡 

③講師を承諾 

①
講
師
の
依
頼
連
絡 

主催者 
 ※交流会の 

  企画・運営 

地域住民 
  ※自由参加 

⑦参加 

⑤交流会の案内・取りまとめ 

⑥参加費の支払い 

推進委員会 
  ※交流会の 

     開催補助 
②講師を依頼 

外部団体 

⑦活動提供 

⑦参加 

外
部
団
体
に
よ
る
講
師
を
検
討
さ
れ
る
場
合
は
、
地
域
福
祉
推
進
委
員

会
ま
で
ご
相
談
を
い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
♪ 

外
部
団
体
と
の
連

絡
調
整
か
ら
交
流
会
の
開
催
ま
で
ご
協
力
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
！ 

〈補足〉 

【計画策定までの経過】 

 ①令和２年 ８月 第１回 安塚地区地域福祉推進委員会         〔計画（１次案）・スケジュールについて協議〕 

 ②令和２年 ９月 安塚区全世帯にアンケート調査を実施  〔計画（１次案）について評価・意見を求める〕 

 ③令和２年１２月 第２回 安塚地区地域福祉推進委員会        〔アンケート調査結果を基に再協議〕 

 ④令和３年 １月   第３回 安塚地区地域福祉推進委員会        〔アンケート調査結果を基に再協議〕 

 ⑤令和３年 ３月 地域懇談会   〔計画（２次案）について説明・懇談〕 

 ⑥令和３年 ３月 第４回 安塚地区地域福祉推進委員会       〔計画（２次案）について最終協議・確定〕 

安塚地区 

地域福祉推進委員会 

  社会福祉法人 

  上越市社会福祉協議会 安塚支所 

   〒942-0411 

    上越市安塚区安塚 2549-5 

      TEL：025-592-3002 

      FAX：025-592-3060 

○講話（福祉、医療分野など） 

○事業紹介（安塚区に関係する団体、企業など） 

○運動（体操、レクリエーションなど） 

○料理教室（郷土料理、男メシなど） 

○お茶会 

○DVD鑑賞（映画、お笑いなど） 

○お出掛けツアー（各地区の催し物参加、買い物など） 

事
務
局 

策定 

令和３年３月 ～ 

（牧の花・やまゆり）

[牧区地域福祉活動計画]

令和３年度～令和４年度

《基本理念》
みんなで力を合わせ、笑
顔あふれる地域づくり

《基本目標》

誰もが自分の出番や役
割に気づき、思いやりの
心で支え合い、自分らし
く暮らし続けることができ
る地域をつくろう

牧区地域福祉活動計画検討委員会

地域福祉とは、地域の中で人と人のつながりを大切にし、お互いを気にかけ、支え合う関係
やその仕組みをつくっていくことです。
住み慣れた地域で暮らしていくためには、公的なサービスの利用だけではなくお互いに協力

し合う地域福祉社会をつくることが必要です。
各地域の懇談会などにおいて、みんなで考え、他団体・組織との連携を深め協力しながら

「誰もが安心して暮らせる福祉のまち」を作っていきましょう。

　「牧っていいね！みんなでつくる福祉のまち」を
スローガンに、住民一人ひとりがお互いの交流を深
め、人と人の絆づくりを推進していきます。
　「牧っていいね！」と思えるような〝まち〟にな
ることを願っています。
　３つの行動目標（１．あいさつをして笑顔にな
りましょう。２．個人や団体がつながり連携しま
しょう。３．地域活動や行事に参画・参加しましょ
う。）を、みんなで共有し、自分にできる活動を無
理のない範囲で取り組んで行きます。
　牧の花『やまゆり』の花言葉に〝飾らぬ美〟〝人生の
楽しみ〟があるように、自分らしく暮らし続けること
ができて人生を楽しめる、そんな地域を目指していき
ます。

安塚区地域福祉活動計画が
策定されました

牧区地域福祉活動計画が
策定されました

　この計画は、人と人とのつながりを大切にし、
お互いを支え合っていくことを目的とした、安塚
区に住む私たちが主体の地域福祉活動計画です。
　安塚区全世帯を対象としたアンケート調査や各
地区の地域懇談会で挙げられた意見を基に、安塚
区の地域性に合った、現実的かつ具体的な内容と
なっています。
　「顔見知りがいっぱいのまち・安塚」を合い言
葉に、安塚区の一人ひとりが普段から意識をし、
できることから取り組んでいく『３つの心がけ』
が活動の柱となります。
　世帯によって、様々な生活環境があることを理
解したうえで、お互いが無理なく楽しく取り組
み、継続していくことを心得としています。
　誰もが笑顔で支え合える安塚区にするため、
みんなで頑張っていきます。
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　障害者総合支援法に基づく生活介護
事業所「ふれんどり～ライフよし
かわ」が営業を開始しました！

あなたの「得意なこと」「身体の健康」
「地域での暮らし」を支援します！

生活介護とは？
　主に昼間に入浴や食事などに援助
が必要な障害をもつご利用者に対し
て、日常生活上の支援や相談、助言
を行うサービスです。

日々の健康
　定期的な歯科口腔ケアでお口の健
康維持を目指していきます。
　常勤の看護師を配置し、継続的な
健康面へのサポートを行います。

広々とした訓練作業室
　ご利用者が得意なことに目を向

け、個性を伸ばしていくサービス提

供を目指します。

〈問合せ先〉電話：025-548-3454
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福祉の店パレット閉店＆リニューアルのお知らせ
　これまで春日山荘で営業していた福祉の店パレットが、閉店し、移動販売を始めます。
詳細は当会ホームページをご覧ください。

福祉の店パレット
ご紹介

　障害がある方の自立
と社会参加を目指し、
心を込めて作った製品
を販売しています。
　手作りかばんやポチ
袋などの雑貨やクッ
キー、パンなど美味し
い食べ物も販売してい
ます。

ボランティア活動保険のご案内
ボランティア活動保険とは？
国内において、ボランティア活動中に
　１．ボランティア本人が怪我をした場合(病気は補償の対象外)
　２．ボランティアの方々が他人に損害を与えたことにより損害賠償事故が発生した場合
を補償します。個人でも団体でも加入できます。

補償期間　加入手続き完了日の翌日から令和４年３月31日まで

保険料（年間）
基本プラン 天災・地震補償プラン

保険料 350円／人 500円／人

☆特定感染症に「新型コロナウイルス」が追加されました！ボランティア自身が活動中に感染した
場合に補償します。
☆加入のお申込み・保険についてのお問合せは社会福祉協議会本所（☎526-1515）、または最寄
りの支所で受け付けております。

※天災・地震補償プランでは、基本プランにおける
補償に加え、天災（地震・噴火・津波）による死傷
も補償します。
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善意の寄付に感謝を込めて…
　心のかよいあう、あたたかいまちづくりのため、皆さまからのご浄財を社会福祉に使用させていただきます。
　大変ありがとうございました。（寄付金額1万円未満はご芳名のみ掲載。順不同・敬称略）

●本所
藤井潔 37,000円
㈱ユアテック上越営業所 支援金
宗教法人正輪寺 195,489円
三菱ケミカル労働組合北越支部直江津分会
 23,135円
上越市立大和小学校5年生 27,738円
㈱大昭商事 支援金
㈲今井食料品店 支援金
日本曹達㈱HPC係 支援金
日本曹達㈱HPC係事務所棟 支援金
●安塚支所
八木勇二 支援金
やすづか学園
松苗正二、匿名 支援金
●柿崎支所
上越市立柿崎中学校はまなす学級 支援金
柿崎地区更生保護女性会 100,000円
ふれんどり～ミルはまなす
石田浩治 10,000円
国際ロータリー第2560地区頸北ロータリークラブ
 400,000円
●大潟支所
大潟ボランティアサークル 33,459円
●吉川支所
いこいの里あさひ
滝沢明 20,000円
●清里支所
中村幸子 30,000円

♥ 社会福祉事業のために

㈲野本商店、三和中学校、有終福寿会
浦川原診療所、頸城郵便局
鴨島1丁目老人会「いきいきクラブ」
上名柄名長会、上越八幡郵便局、吉越智秀
㈱上越メンテナンス
一般財団法人上越環境科学センター
高田子どもの本の会、新潟縣信用組合
坂口絹江、第8地区民生委員・児童委員協議会
株式会社滝田、木村明子、越後森郵便局
直江津有田郵便局、仲町6丁目町内会
三郷郵便局、㈲渡辺工務店
㈱MARUWA直江津工場、小池和恵
㈲内山商会（安塚区）、㈱大島組
中郷区総合事務所総務・地域振興グループ
平野朝子、三浦郵便局
公孫会くびき野支部牧分会
第7地区民生委員・児童委員協議会
㈲ユー・アイ工業、丸七商事、牧商工会女性部
大光銀行、直江津郵便局
新潟県上越国土測量㈱、㈲ディンク
上越たばこ販売協同組合、木楽会
北諏訪地区公民館利用者一同、吉越透
春日山郵便局、大和ハウス工業㈱
五智一歩の会、柿崎郵便局
高田昭和町郵便局、上越医師会
高田栄町郵便局、上越信用金庫事務部
新潟県立高田高等学校

♥ 使用済切手　

●本所
関川シズ子 ミキサー食176パック
シルバーサポート上越店
 不織布マスク10,000枚
重野恒子(木田新田)　
 花笠音頭小道具一式・手作りマスク60枚
上越ヤクルト販売㈱ ヤクルト600本
㈱ダイナム上越インター店　
 ボックスティッシュ346箱、卓上カレンダー165個
㈱横瀬オーディオ 加湿空気清浄機1台
OKIサーキットテクノロジー㈱
 マスク3,800枚
●大潟支所
割烹旅館三景 タオル約500枚
●頸城支所
長谷川弘(下三分一) オムツ2袋ほか
●吉川支所
ほほ笑よしかわの里
農事組合法人原之町 新米41㎏
●板倉支所
清心荘
山﨑昭夫(関根)
 風呂敷16枚、ハンドタオル9枚

♥ 物　品

２月発行号掲載以降から
� ４月集計日時点まで

●名立支所
椿寿苑
岡田文明 支援物品
板谷正道押し車2台、エプロン6枚ほか

●三和支所
すいせんの里
匿名 30,000円
●板倉支所
鈴木芳男(別所) 100,000円
板倉区連合遺族会 支援金
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渡辺内科医院
くびき野バス　株式会社
ワタナベ美容室
有限会社　ＴＡＫＩＴＡ
有限会社　杉田経営センター
有限会社　松岡材木店
和同保育園
株式会社　一小　イチコ
合名会社　小川紙店
若葉園
有限会社　髙山精肉店
大原運動用品　株式会社
株式会社　高田館
株式会社　樫野商店
石田眼科医院
上越ケーブルビジョン　株式会社
母子生活支援施設　みこころ荘
マリア愛児園
特別養護老人ホームさくら聖母の園
株式会社　高田モータース
藤林内科医院
医療法人　知命堂病院
大和電建　株式会社
医療法人社団　くろきクリニック
上越市建設業協会
新潟県労働金庫　高田支店
大手屋旅館
高坂防災　株式会社
株式会社　朝倉
ＮＰＯ法人　ポプラの家
有限会社　いろはビルサービス
株式会社　宮崎商店　本社
有限会社　サカグチ

有限会社　石倉製麺所
株式会社　関原工業所
一般財団法人　上越市地域医療機構
有限会社　カザマデンキ
株式会社　横瀬オーディオ
株式会社　有坂建設
冨永金属工業　株式会社
有限会社　晴海製作所
株式会社　桑原測量社
社会福祉法人敬心会　こがね保育園
社会福祉法人　清和会
株式会社　大昭商事
髙橋土建
くろだ保育園
上越地区保護司会
真宗大谷派　高田別院
ライフスタイル　株式会社
関根学園高等学校
社会福祉法人　ほたる保育園
田中酒造　株式会社
杉田医院
有限会社　彦坂オフィスサービス
島津工業　株式会社
株式会社　尾玉屋商店
株式会社　大谷ビジネス
有限会社　京屋佛壇店
新東産業　株式会社　上越支店
株式会社　上新ビルサービス
株式会社　セラピ
有限会社　トクテツ
平和産業　株式会社　新潟工場
株式会社　二幸住建
株式会社　中央測地土木

中郷区老人クラブ連合会
有限会社　内山商会
株式会社　栄鵬建設
株式会社　北島車輌
株式会社　サトウ産業
上越技研　株式会社
有限会社　新清興業
有限会社　東頸設備
長倉工易　有限会社
新潟県建設業協会安塚支部
パル設計　有限会社
有限会社　丸田商事
安塚精工　株式会社
株式会社　山田商会安塚営業所
株式会社　大嶋建設興業
浦川原診療所
株式会社　郷土建設藤村組
株式会社　環境サービス
株式会社　カスガ
有限会社　東自動車商会
新潟第一酒造　株式会社
三星工業　株式会社　浦川原テクノセンター
株式会社　武江組
株式会社　自然芋そば
株式会社　蓑和土建
スギウラ内装
有限会社　三和モータース
名立運送　株式会社
株式会社　牛木組
株式会社　霜越建設
救護施設　名立園
名立たちばな保育園
株式会社　ゆめ企画名立

多くの施設や企業の皆さまからご協力をいただき、大変ありがとうございました。
今年度も引き続きよろしくお願いいたします。

令和2年度　上越市社会福祉協議会会費実績のご報告

令和3年度　上越市社会福祉協議会会費のお願い

　会費の納入につきましては、町内会長および町内会役員の皆さまをはじめ、多くの企業・法人・団
体、並びに市民の皆さまからあたたかいご支援とご協力をいただき、厚く御礼申し上げます。
　昨年度、皆さまからご協力いただきました会費は以下の通りです。上越市の地域福祉の推進のため、
有効に使わせていただきます。
　◇普通会費　819町内会　　27,845,066円　　　　◇賛助会費　312名　　467,600円
　◇団体会費　235団体（企業・法人等）　1,155,000円
※ご協力いただいた団体様のお名前を10ページと11ページに記載させていただきましたのでご覧ください。

　　　　　　　　　合計　　　29,467,666円

　社会福祉協議会は、社会福祉法により各都道府県及び各市区町村に設置されている団体です。
　上越市社会福祉協議会では、基本理念『共に生き共につくる福祉社会を目指して』のもと、上越
市の地域福祉を推進していくためのさまざまな事業活動に取り組んでいます。これらの事業活動を行
い、地域福祉を推進していくために、会費は極めて重要な役割を担っています。
　つきましては、後日、納入のお願いをさせていただきますので、本会の活動の趣旨にご理解とご賛
同をいただき、今年度も皆さまからご協力をいただきますよう、よろしくお願い申し上げます。
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令和２年度上越市社会福祉協議会会費 協力団体 順不同

直江津タクシー　株式会社
上越信用金庫　本店
有限会社　金谷雄三薬局
北陸産業　株式会社
有限会社　北島組
敦井産業　株式会社　上越支店
有限会社　鳥まん
頸城ハイヤー　株式会社
株式会社　布施鉄工所
有限会社　ノーブルエンジニアサービス
有限会社　笹川メッキ工業所
タカノ食品　株式会社　上越営業所
信越機工　株式会社
株式会社　室岡林業
上越鉄筋興業　株式会社
関越工業　株式会社
協業組合　太陽自動車工業
上越産業　株式会社
信光寺
有限会社新潟日報直江津東販売センター
デイサービス大竹機能訓練センター
株式会社　中元組　上越支店
株式会社Wastec　ENERGY
株式会社　水嶋電気工事
株式会社　井部会計
頸城運送倉庫　株式会社
有限会社　エッチ・エスワールド
社労士仙名事務所
株式会社　越後薬草
株式会社　サカグチ金属工業
株式会社　北原塗料店　上越営業所
株式会社　ヒラタのタネ
稲垣鐡工　株式会社
頸城水道　株式会社

池田印店
一般財団法人　上越市環境衛生公社
仙名社会保険労務士事務所
株式会社　アイシン
株式会社綜合タップ
一般財団法人　上越環境科学センター
日鉄工材　株式会社
竹原テント商会
田辺建設　株式会社
株式会社　井上商会
株式会社　大島組
新井電機　株式会社
ケイワ総合マネジメント　株式会社
新潟県労働金庫　直江津支店
社会福祉法人五智保育園
株式会社　荷屋建設
医療法人社団　五十嵐医院
株式会社　渡辺板金
株式会社　サトウ産業
つくし工房
医療法人社団　斉藤医院
さくら福祉企画　株式会社
株式会社　東光クリエート
株式会社　平林塗装
株式会社　トクサス
株式会社　城東電工
公益社団法人　上越市有線放送電話協会
株式会社　清水組
株式会社　ヤマダトータル
株式会社　岡田測量
株式会社　高橋建設
株式会社　タマルヤ
新潟県厚生農業協同組合連合会　上越総合病院
株式会社　上越工産

株式会社　竹田工務店
株式会社　岩の原葡萄園
立入住設　株式会社
リコージャパン株式会社新潟支社上越事業所
上越地域総合健康管理センター
田辺工業　株式会社　電力事業部
株式会社　幸村萬治商店
有限会社　増井オート
上越ヤクルト販売　株式会社
医療法人社団　木村歯科クリニック
株式会社　新潟日報社　上越支社
有限会社　双葉自動車
丸運建設　株式会社　上越支店
上新開発　株式会社
株式会社　上越道路
藤村クレスト　株式会社
立正佼成会　上越教会
株式会社　サポートワン
株式会社　上越自動車学校
えちご上越農業協同組合
株式会社　ナルス　本部
株式会社　飯田ボーリング工業
株式会社　荻谷商店
株式会社　サトコウ
株式会社　大杉屋惣兵衛
株式会社　栗原金商
株式会社　ジョーサン
株式会社　上越メンテナンス
有限会社　五福会
株式会社　大雅建築設計事務所
あいおいニッセイ同和損害保険株式会社
 長岡支店上越支社
有限会社　町田醤油味噌醸造場
宗教法人　善念寺

【理事会・評議員会開催報告】
　３月16日に令和２年度第４回理事会、３月30日に第３回評議員会を開催し、全ての案件が
原案通り可決・承認されました。

【第 4回理事会　議案】
１．令和 2年度資金収支補正予算について
２．令和 3年度事業計画及び資金収支予算について
３．資産運用規程の変更について
４．苦情解決第三者委員の選任について
５．役員等損害賠償保険の契約について
６．第 3次運営・事業実施計画の策定について
７．社会福祉法人きよさと福祉会との合併について
８．評議員会の招集について
９．施設長等の選任について

【第 3回評議員会　議案】
１．令和 2年度資金収支補正予算について
２．令和 3年度事業計画及び資金収支予算について
３．理事の選任について
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　皆様からのご意見をお待ちしています。また、福祉団体やボランティア団体からの掲載記事もお待ちし
ています。
【連絡先】上越市社会福祉協議会　総務課　☎025-526-1515／FAX025-526-1230
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Eメール：jsk-jouetu@jouetushisyakyo.jp

当会HPへ

（お知らせ）

点字講習会（初心者向け）
視覚に障害のある人への理解を深め、点字の基本を学びます。参加費は無料です。
●と　　き　6月19日㊏〜7月10日㊏の毎週土曜日（全4回）・午後1時30分〜3時30分
●と こ ろ　上越総合福祉センター（木田新田1-1-3）
●講　　師　上越市日赤点訳友の会
●対　　象　市内在住の18歳以上の人
●定　　員　１0人程度
●申込締切　6月10日㊍
●申込方法　申込書をFAX・郵送または電話でお申込みください。
●申込み・問合せ先　上越市社会福祉協議会地域福祉課地域福祉係
　　　　　　　　　　電話025-526-1515　FAX025-526-1230
※申込書は当協議会ホームページからダウンロードできます。

※新型コロナウイルスの影響などにより延期・中止する場合があります。

　企業などに当会への寄附付き自動販売機設置をお願いし、これまで1法人3企業に設置していただきま
した。CSR活動の一環として快くご協力いただき、心より感謝申し上げます。
　自動販売機の売上の一部は、上越市で「福祉のまちづくり」を進める様々な活動の財源として活用させ
ていただきます。
　これからも地域福祉の推進を図るため、寄付付き自動販売機の設置を進めていきますので、皆様からの
ご協力をよろしくお願いいたします。

上越市社会福祉協議会への寄付付き自動販売機を設置していただいています

学校法人 関根学園高等学校様

有限会社 今井食料品店様

日本曹達株式会社 二本木工場様

株式会社 大昭商事様
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